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国庫支出金

県支出金

一般会計繰入金

第 2号被保険者保険料

第 1号被保険者保険料

諸収入

3億 6146万円

1億 9716万円

1億 7693万円

3億 3540万円

2億 6015万円

8775万円

令和元年度　九重町介護保険事業の決算報告
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　介護サービスにかかる費用は、公費負担（国や大分県、九重町）と40歳以上の皆さんに納めて
いただいた保険料、自己負担金（各サービス費用の１割から３割）を財源に運営しています。
　令和元（2019）年度の介護保険事業の歳入歳出状況と九重町の特徴についてお知らせします。

　令和元年度の歳出総額は、13億3106万円でした。昨年度に比べて1695万円減額とな
りました。減額の主な要因は、要介護認定者（認定率）が若干少なくなったことです。
　歳出の主な内訳としては、介護保険サービスの提供が主な目的であるため施設サービ
ス費の5億5669万円と在宅サービス費の5億2454万円が歳出額の大半を占めています。

令和元年度の歳入歳出1

令和元年度決算の概要2

〔歳入〕 　14億 1885万円

居宅サービス計画（ケアプランの作成）

特定入居者介護サービス費

高額介護サービス費など

返納金・積立金など

施設サービス費
（特別養護老人ホーム、介護老保健施設など）
在宅サービス費
（訪問サービス、通所サービスなど）
地域支援事業
（介護予防推進などに要する費用）

5億 5669万円

5億 2454万円

8797万円

4825万円

6052万円

1953万円

3356万円

〔歳出〕 　13億 3106万円

施設サービス費
42%

在宅サービス費
39%

地域支援事業　７%居宅サービス計画費
　　　　　４% 特定入所者

介護サービス費　5%
高額介護
サービス費など 1%

返納金・積立
金など　２%

国庫支出金
26%

県支出金
14%

一般会計
繰入金
12%

第 1号被保険者
保険料
18%

第 2号被保
険者保険料
24%

諸収入　６%

歳入 歳出

財源割合（利用者負担除く）

保険料　48％ 公費　52％
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九重町の介護保険事業の特徴3

（時点）令和元年 (2019 年 )
（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和元年、令和 2年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）

（時点）令和元年 (2019 年 )
（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和元年、令和 2年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）
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要介護１　　　要介護 2　　　要介護 3　　　要介護 4　　　要介護 5

要支援 1　　　要支援 2　　　要介護１　　　要介護 2　　　要介護 3　　　要介護 4　　　要介護 5

　九重町の特徴としては、県内の他の市町村に比べ、施設サービス費の割合が最も高くなっていま
す。また、要介護１と要介護２の施設サービスの利用割合も最も高くなっています。
　その半面、在宅サービスの利用割合は県内の平均を下回っています。

①受給率（施設サービス）（要介護度別）

②受給率（在宅サービス）（要介護度別）
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コロナ禍でも持病の治療や健康管理は重要です。過度な受診控えは健康リスクを高めま
す。まずは、かかりつけ医に相談してください。

風邪症状が出たら… 　　　　　　必ず事前に「かかりつけ医」か「身近な医療機関」に電話相談

みんなで
感染予防

検査・診療 対応ができる医療機関

どこに相談してよいか
わからないときは…

電話

対応できる場合対応できる場合 紹介紹介対応できない場合対応できない場合
紹介紹介

電話電話

・かかりつけ医
・身近な医療機関

受診相談センター （24時間対応）
☎097-506-2755

▼

◎特に注意！　感染リスクが高まる「5つの場面」

飲酒を伴う懇親会等

大人数や長時間に及ぶ飲食

マスクなしでの会話

狭い空間での共同生活　　　　　　　　居場所の切り替わり

1

2

3

4 5

感染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫
　●飲酒をするのであれば、
　　①少人数・短時間で、　②なるべく普段一緒にいる人と、
　　③深酒・はしご酒などはひかえ、適度な酒量で。
　●箸やコップは使い回わさず、一人ひとりで。
　●座の配置は斜め向かいに。（正面や真横はなるべく避ける）
　●会話する時はなるべくマスク着用。
　●換気が適切になされているなどの工夫をしている、ガイドラインを遵守したお店で。
　●体調が悪い人は参加しない。

仕事での休憩時間に入ると気の
ゆるみや環境の変化により、感
染リスクが高まります。休憩
室、喫煙所、更衣室などでの感
染疑い例があります。

　新型コロナウイルス感染症とインフルエンザは、症状が似ています。発熱やのどの痛みなどの風
邪症状が出た時は、必ず医療機関に電話してから受診してください。

この冬の検査・受診の流れ　－玖珠郡医師会と町からのお知らせ－
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

直接医療機関に
行くことは絶対に
しないでください

必ず
マスク着用

■風邪症状がある方は、受診できる時間が決められている医療機関があります
■風邪症状がある方は院内で待機できない場合があります（自家用車での待機は可能）

注意点
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令和 3年度 こども園、保育所・幼稚園の支給認定・入所申請の受付が始まります
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８2８

　11月24日より、令和３年度のこども園・保育所・幼稚園の支給認定及び入所申請の受付を開始
します。

　０歳～５歳（就学前）の乳幼児で、保護者の就労・就学、病気療養、求職活動等の理由により、
認定こども園や保育所での保育が必要な方

対象者

申込書配布

上記に該当しない 3歳～ 5歳（就学前）の幼児で、認定こども園・幼稚園の利用を希望する方
・幼稚園の入園資格は、施設ごとに違いますので、希望する園にお問い合わせください。
・認定こども園の入園資格は、令和３年 4月 1日時点で 3歳～ 5歳の幼児です。

▼

配布期間　 11 月 17日（火）～ 12月 23日（水）
配布場所　 みつばこども園、飯田こども園、子育て支援課（役場 1階）

受付期間

町内施設

受付期間　 11 月 24日（火）～ 12月 23日（水）
提出場所　 みつばこども園、飯田こども園、子育て支援課（役場 1階）

九重町HP▲

（記入例・手引き等もご覧いただけます）

●継続入所の方も全員、申込みが必要です。
●各園の入所可能な園児数を超えた申込みがあった場合、入所選考を行った上で、第１希望以
外の園への入所、もしくは入所を待機いただく場合があります。あらかじめご了承くださ
い。
●受付期間中に提出された申込書は、第1次選考として優先的に審査します。
●町外のこども園や保育園、幼稚園を利用する方も、九重町に申請書を提出してください。

施　設　名 住　　所 電話番号
ここのえみつばこども園
ここのえ飯田こども園

九重町大字引治 508番地の 1
九重町大字田野 1624番地の 9

☎73 - 2 5 5 5
☎73 - 3 5 9 0

子育てのための施設等利用給付（幼稚園の一時預かり・認可外保育施設等のサービスを利
用し無償化を受けるために必要となる認定）を継続する場合も申請が必要です。詳しく
は、子育て支援課（☎７６－３８２８）までご連絡ください。
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　新型コロナウイルス感染症の影響により、事業収入が減少している中小事業者・小規模事業者の
税負担を軽減するため、事業に使用する家屋や償却資産に係る令和３年度固定資産税を事業収入の
減少幅に応じ、ゼロまたは２分の１とします。
　ご不明な点については、税務課までお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が減少している中小企業者・小規模事業者に
対して固定資産税の軽減を行います ●お問い合わせ　税務課　☎７６－３８０３

　１月１日から12月31日までの１年間に農業を営み、収支計算の結果所得があった方は、所得税申
告または住民税申告をしていただくことになります。この申告に必要となる農業所得の収支内訳書
の作成について、説明会を開催いたします。収入・経費の種類や所得の計算方法、減価償却等につ
いて基礎的解説を行いますので、農業所得の申告（白色）をされる方のご参加をお待ちしています。

農業収支計算説明会（白色）開催のお知らせ
●お問い合わせ　税務課　☎７６－３８０３

▼軽減の対象

▼軽減の内容

対象資産　中小事業者・小規模事業者（※１）が所有する償却資産及び事業用家屋
軽減対象　令和３年度分の固定資産税

令和３年１月４日（月）から令和３年２月１日（月）まで

軽減について

▼提出書類

▼提出期間

九重町役場　税務課窓口（役場１階）▼提 出 先

 特例申告書（事前に認定経営改新等支援機関等（※２）の確認が必要）
 特例対象資産一覧（事業用家屋がある場合）
 認定経営革新等支援機関等に提出した書類一式 【コピー可】
※償却資産がある場合は、令和３年度償却資産申告書と一緒にご提出ください

申告について

（土地は対象となりません）

（※１）【中小企業者・小規模事業者とは】資本金の額または出資金の額が1億円以下の法人、資本または
出資を有しない法人の場合、常時使用する従業員の数が1,000人以下の法人、常時使用する従業
員の数が1,000人以下の個人をいいます。

（※２）【認定経営革新等支援機関等とは】税務、財務等の専門知識を有し、一定の実務経
験を持つ支援機関など（税理士、公認会計士、商工会など）をいいます。経営革新
等支援機関認定一覧については、中小企業庁のホームページをご覧ください。

令和 2年 2月～ 10月までの任意の連続する
3ヶ月間の事業収入の対前年同期比減少率 軽減率

50％以上
30%以上 50％未満

全額
1／ 2 ▲九重町HP

▲中小企業庁HP

農業収支計算
説明会（白色）

●と　き　　12月15日（火）午後２時～
●ところ　　九重町役場３階　301会議室
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ネットワーク・コミュニティ推進枠 活動支援枠区　分
対　象
期　間

補助率

複数の集落を対象とした取組
最大３年間

単独を対象とした取組
１年間

大 分 県：15/20（最大 3,000 千円）
九 重 町：   4/20
地元負担：   1/20
※事業実施にあたっては、県の事業採択が必要となります

地域の活性化に「小規模集落等支援事業費補助金」を活用しませんか？
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

　過疎化・高齢化が進むなか、中山間地域等の条件不利地域を中心に、人口減少等による集落機能
の低下や諸問題の発生が懸念されています。大分県では、高齢化率（高齢者の占める割合）が
50％以上の集落を「小規模集落」と呼んでいます。
　こうした小規模集落に対し、集落等生活圏の維持・活性化を促進するため、ネットワーク・コ
ミュニティの構築を担う地域住民組織または集落が抱える地域課題の解決に向けた取組を支援する
制度「小規模集落等支援事業費補助金」を活用しませんか？

●○●　本年度、取組んでいる団体の紹介　●○●

　　矢デザインプロジェクト（代表：日野克哉さん）は
野矢地区を魅力ある地域にするため、農産物の販路拡
大、農地整備や空き家改修に取り組んでいます。
　３年目となる今年も、食品添加物とミネラルに関する
勉強会や天然酵母パンづくりのワークショップを開催。
新たに「野矢弁」と題し、地元産品をふんだんに使用し
たお弁当の宅配事業もスタート。
　さらに、改修した空き家をゲスト
ハウスとしてサイクリングイベント
も計画中。野矢地区の活性化に向
け、県外や海外からのお客様もお越
しになり、地元住民を巻き込んだ交
流事業に取り組んでいます。

野

　　倉地区活性化協議会（代表：乙津輝夫さん）は、地域の
存続に向けて、地域の魅力である里山の資源を活用しながら
昨年度より事業に取り組んでいます。
　昨年は、農産物の販売促進や加工場の機能拡張、ワーク
ショップ等のイベントを実施しました。
　また地域で栽培に取り組んでいる自然薯の販路拡大に向け
パッケージデザインの作成を行いました。さらには、ミツマ
タの里のＰＲ活動としてチラシやポスターを作成しました。

　２年目となる今年は自然薯
や柿、トマトなど、特産品を
使った加工品の充実に取り組
んでいます。

野

収穫祭での餅つ
きの様子

地元野菜を使用した　　　　「野矢弁」

立派な自然薯を収穫の様子
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事前の防災知識や災害支援　－聴覚障がいのある方－

　障がいのある方々が災害から身を守るためには、本人の準備だけではなく、家族や地域住民など
の周囲の人たちの支援が欠かせません。
　障がいのある方々や周囲の支援者が、少なくとも「これはおさえておきたい」という事前の防災
知識や災害支援のポイントを紹介します。今回は聴覚障がいのある方についてです。

　児童相談所への児童虐待の相談件数は増加の一途をたどっており、子どもの命が失われる痛まし
い事件が続いています。こうしたことを踏まえ、2020年４月１日から体罰がゆるされないもので
あることが決定されました。

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』



●聴覚障がいは「全く聞こえない」「わずかに聞こえる」など様々な程度があり、外見や話し方で
は聴覚障がいがあると分かりにくいことがあります。また言語障がいをともなう人もいます。音
声による情報が伝わりにくいため、手話や文字、図などの視覚による情報を必要とします。

　普段から気を付けること
　　□補聴器などの必需品は決まった場所に置きましょう
　　□筆談用のメモ用紙・筆記用具を準備しておきましょう

　災害時に気を付けること
　　□テレビの文字放送やインターネット機器を活用して情報を集めましょう
　　□防災無線の避難情報は周囲の人から教えてもらいましょう
　　□メールや電話回線が使える場合はＦＡＸで通報・通達を行いましょう

災害発生時、障がいのある方の安否確認や連絡体制が円滑に取れるよう事前に備えておくことが大
切です。次回は「肢体障がいのある方について」ご紹介します。

体罰がゆるされないものであることが法定化されました　－11月は児童虐待防止推進月間－
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８

～あなたの１本の電話で救われる子どもがいます～




